
西
域
沙
門

の
河
南
路

の
利
用
に

つ
い
て

(
桐

谷
)

一
四
〇

西
域
沙
門

の
河
南
路
の
利
用
に
つ
い
て

桐

谷

征

一

一

河
西
路
に
比
較

し
て
、
史
乗

に
確
認

で
き
る
河
南

路
通
行

の
事
蹟
は
極

め
て
少
な

い
。
佛
僧

の
場
合

に
お
い
て
も
同
様

で
あ
り
、
現

在
次

の
六
件

三
十

五
名
を
認

め
得

る
に
過

ぎ
な

い
。

○
B
u
d
d
h
a
 
b
h
a
d
r
a

(
佛
駄
践
陀
羅
)

天
山
南

路
-

河
南

路
-
交
趾
-
長

安

(
西
暦
四
〇

一

四

一
二
頃
着
)

○
曇
無
蜴

・
他

同
侶
二
十
五
人

建
業

(
西
暦
四

二
〇
獲
)
-
河
南
路
-
居

延
海
-

西
域
北
道

○
D
h
a
r
m
a
 
m
i
t
r
a

(
曇
摩
密
多
)

西
域
北
道
-

河
南

路
-

蜀

(
西
暦
四
二

四
着
)

○
法
鰍

金
陵

(
西

暦
四
七
五
獲
)
-

河
南
路
-

居
延

海
-

西
域
北
道

○
恵
生

・
宋
雲

洛
陽

(
西

暦
五

一
八
嚢
)
-

河
南
路
-

西
域
南
道

○
J
n
a
n
a
 
g
u
p
t
a

(闇

那

帽
鵬
多
)
・
J
i
n
a
y
a
s
a
s

(
嗜

那

耶

舎
)
・
J
n
a
n
a

b
h
a
d
r
a
(
闇
若

那
蹟

達
曜
)
・
磯
Y
a
s
o
 
g
u
p
t
a

(耶
舎
堀
多

)

西

域
南

道
-

河
南
路

鄭
州

(
西
暦

五
三
五
着
)

以
上
を
掲
げ
る
に

つ
い
て
も
議
論

は
あ

ろ
う

が
、
中
國

か
ら
中

央

ア
ジ

ァ

・

西
域
諸
國

へ
と
通
行

し
た
恵

生

ゆ
宋
雲

・
法
献

・
曇
無
蜴
等

の
経

路
に
は
、

す

で
に
諸
先
學

の
指
摘

さ

れ
る
と
こ
ろ
が
あ

る
。
小
稿

に
お
い
て
は
、

中
央
ア
ジ

ァ

・
西
域
諸

國
か
ら
中
國

へ
と
赴

い
た
他

の
三
件
、

い
わ
ゆ
る
西
域
沙
門

の
事

蹟
を
指
摘

し
、

そ
の

意
義
に

つ
い
て
考
察

し
た

い
。

二
B
u
d
d
h
a
 
b
h
a
d
r
a

岳

は
、
北

イ

ン
ド
か
ら
中
國
僧
智
嚴

と
共

に
東
行

し

て
い
る
が
、

そ

の
行
程
を
出
三
蔵
記
集

一
四

・
佛
駄
蹟

陀

羅

傳

(T
.
5
5
.
1
0
3

c
.L
6
-
9
)
、
梁
高
僧
傳

二

・
佛
駄
蹟
陀
羅
傳

(
T
.
5
0
 
3
3
4

c
・
L
2
2
-
3
3
5

L
4
)
に
よ
れ
ば
、

彼
ら
は
H
i
m
a
r
a
y
a
 
P
a
m
i
r

の
交
錯
す

る
山

岳

地
帯
、を

経

て
、
T
a
r
i
m盆
地

の
砂
漠
を

通

り
、

南

下

し

て
交

趾

(
現

在

の
北

ベ

ト

ナ

ム
・
ハ
ノ
イ
)

に
出
、

次

い
で
海
路

を
北
上

し

て
青

州

東

莱

郡

(
現

在

の

山
東
省
扱
縣
)

に
到
達

し
て
い
る
。
雨
傳

に
は
、
そ

の
地

に

お

い

て
有

名

な

K
u
m
a
r
a
 
j
i
v
a

(
鳩
摩
羅
什

)

の
噂

を
聞

き
直

ち
に
長

安

へ
赴

い
た

由

が
讃

み
取
れ
る
が
、
T
a
r
i
m盆
地

か
ら
長
安

へ
至
る
経
過
に
、

か

か
る
迂

廻

を

必

要
と
し
た
事
情

は
注
目

に
債
す

る
。
又
、

T
鷲
巨

盆
地

か
ら
交

趾

へ
の
経

路

が
河
西

に
嫁

つ
た
も

の
で
は
な
く
、

い
わ
ゆ
る
河
南

路
を
通
行
し
た
も

の
で
あ

る
こ
と
も
推
測
さ

れ
て
よ
い
。

と
こ
ろ
が
、
同
事
蹟
を
傳

え
る
梁

高
僧

傳

三

・

智
嚴
傳

(
T
.
5
0
.
3
3
9
b
.
L
9
-
1
0

)
に
は
、

そ
の
行
程
中

に

「達

自

關

中
」

と
あ
り
、

「
關
中
」
は

い
わ
ゆ

る
滑
水
盆
地
に
相
當
す

る
か
ら
、

こ

れ

ば

河

西

路

の
通
行
を
示
す
も

の
に
他
な

ら
な

い
。

こ
の
相
違
は
明

ら
か
に
梁
高

僧
傳

の

撰
者
慧
鮫

の
傳
聞

の
混
齪

と

み

る

こ

と
が

で

き

よ
う
。

何
故

な
ら
、
B
u
d
d
-

h
a
 
b
h
a
d
r
a

は
青
州

に
至

つ
て
始
め
て
K
u
m
a
r
a
 
j
i
v
a

の
長

安

に

達

し
た

情
報
を
知

つ
た
。

彼
が
も

し
河
西
路
を
経

て
長
安

に
到
達

し
た
も

の
な

ら
ば
、

西
暦
三
八
三
-

四
〇

一
の
間
、

河
西

に
残
さ
れ
た
K
u
m
a
r
a
 
j
i
v
a

の
滑
息
を

途
上
耳

に
し
な
か

つ
た

と
い
う

こ
と
は
考
え
ら
れ
な

い
。
T
a
r
i
m盆

地

ま

で

確
認
さ
れ
た
彼

の
足
跡
が
、

河
西

を

経

ず

に
、
又
K
u
m
a
r
a
 
J
i
v
a

の
噂

を

聞
く

こ
と
な
く
交

趾
ま

で
到
達
し
得
る
道
は
、

必
然
河
南
路
を

盆
州

へ
と
南
下

し
た
と
み
る

の
が
最
も
安
當

で
あ
ろ
う
。

慧
鮫

は
、
佛
駄
蹟
陀

羅
傳

で
は
出
三

蔵

記
集

の
記
事
を
韓
載

し
て
い
な
が
ら
、

智
嚴
傳

で
は
當
時
西
域

交
通
路

の
常

道

と
し
て
著
聞

の
河
西
路

の
通
行
を
示
す
よ
う
な
結
果

と
な

つ
た
が
、

か
か
る
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混
鑑
を
も
た
ら
し
た
裏
に
は
、
河
西
路

の
利
用
度

が
河
南
路

に
比
し
て
如
何

に

高

く
、

よ
り

一
般
的

で
あ

つ
た
か

と
い
う
謹
左
を
認
め

る

こ
と
も
で
き
る
。

D
h
a
r
m
a
 
m
i
t
r
a

の
経
路
は
、

梁
高
曾

傳
三

・
曇
摩
密

多
傳

(
T
.
5
0
.
3
4
2

c
.L
1
3
-
2
5
)
、
名
曾

傳
抄

・
曇
摩
密
多
傳

(
卍
強

鱒
倒
.
7
1
.
10
.
L
8
-
1
1)

に
み
え
る
。
そ
れ
ぞ
れ
記
載

に

一
致
す
る

と
こ
ろ
は
な

い
が
、
名
僧
傳
抄

に
い

う

「汎

泊
東
來
、

以
宋
永
初

三
年
、

始
至
江
陵
」

の
行
程

は
、
梁
高
僧
傳

に
み

る
西
域
諸
國
-
亀
滋

-
敦
煙
-

蜀
-
建
康

の

経

路

中
、

蜀

・
建
康
間

に
配

す

れ
ば
納
得

で
き
る
。

蜀
は
す

な
わ
ち
現
在

の
四
川
省
成

都

の
地
方
に
相
當

し
、

吐
谷
渾

と
南
朝

・
北
朝

の
交
易

の
檬
鮎

で
あ

つ
た

(
松

田
壽
男
博
士

「
吐
谷
渾

遣
使
考
」

史
雑
四
八

・
一
一
ノ
四
九
、

一
二

ノ
三
七
)

こ
と
を
参
照

す
れ
ば
、

D
h
a
r
m
a
 
m
i
t
t
r
 

が
辿

つ
た
経
路

は
そ
の
ま
ま
西
域
諸
國

と
南
朝
と

の
貿
易
路

に

一
致

す
る
と
釧
断
し
て
も
武
断

で
は
な

い
。

J
n
a
n
a
 
g
u
p
t
a
,
 
J
i
n
a
 
y
a
s
a
a
 
J
n
a
n
a
 
b
h
a
d
r
a
,
 
Y
a
s
o
 
g
u
p
t
a

の
経
路

は

唐
高
僧

傳
二

・
闇
那
堀
多
傳

(T
.
5
0
.
4
3
3
b
 

L
2
9
-
4
3
3
 

c
.L
9
)
に
明
確

で

あ
り
特

に
問
題
は
な

い
。

一
行

は
、
C
a
n
d
h
a
r
a
(
健
陀
羅
)
-
K
a
p
i
s
a(迦

壁
施
)
-
H
i
n
d
u
k
u
s
h
(
大
雪
山
)
-
E
p
h
t
h
a
l
i
t
e
s

(
厭
恒
)
-
T
a
s
h
-

K
u
r
g
h
a
n
(渇
曜
葉
陀
)
-
K
h
o
t
a
n(干
閲
)
-
C
h
a
r
k
l
i
k

(鄭
善

)

-

吐

谷
渾
-

郵
州
、

と
辿

つ
て
い
る
。

都
州
は
現

在

の
青

海

省

西

寧
縣

の
西

・
淫

水
流
域
に
比
定

さ
れ
る
吐
谷
渾

の
要
地

で
あ

る
。

一
行

中
、

唐
高

僧

傳

に

は

Y
s
a
o
 
g
u
p
t
a

の
名

は
み
え
な

い
が
、
彼

ら
が
中

國

へ
到
達

し
た
際

の
人

敷

に

つ
い
て

「
十
人
之
中
、

過
牛
亡
没
、
所
鯨

四
人
、
僅
存
至
此
」
と
あ
り
、
内
典
録

・

開
元
録

に
よ

つ
て
補
充

し
た
。

三

い
う
ま
で
も
な
く
、

中
國
か
ら
中
央

ア
ジ
ア

ゲ
西
域

の
諸
地

方
に
赴

く

も

の
は
、

甘
粛
省

の
西
部
す
な
わ

ち
河
西
を
経
由
す
る

の
を
常
と
す
る
。
現
在

の
甘
粛
省
皐
蘭
縣

か
ら
武
威

・
張
艘

転
酒

泉

・
敦
煙

を
結
ぶ
交
通
路

は
漢
代
以

後
中

國

・
中
央

ア
ジ
ア
間

の
交

通
幹
線

を
な
し
て

い
る
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら

ず
、

何
故
前
記

の
六
件

三
十

五
名

の
み
は
青
海
地

方

の
河
南
路
を
経
過

し
た
も

の
で
あ
ろ
う
か
、

そ
の
意
義

に

つ
い
て
次
に
考
察

し
ょ
う
。

淫
水
流
域

に
勃
興
し
て
青
海
地
方

に
接

つ
た
吐
谷
渾
が
存
在

し
た
の
は
、
西

暦
第

四
世
紀
前
牛
か
ら
七
世
紀
後
牛

に
及
ぶ
約
三
世
紀
牛

で
あ
る
が
、
彼

ら
が

中
國

・
中

央
ア
ジ
ア
間

の
交

通

・
貿

易
線

の
中
纏
者
乃
至
案
内
者
と
し
て
最
も

得
意

の
期
間

は
、

ほ
ぼ
五
世
紀
初
頭

か
ら
六
世
紀

牛

ば
に
及
ぶ

一
世
紀
傘

と
限

定

さ
れ
る

(
松
田
博
士
前
掲
論
文
)
。
前
出

の
事

蹟
が
注
目
さ
れ

る
所

以

は
、

そ
の
通
行

の
時
期
が
す
べ
て
吐
谷
渾

の
活
動

期
に
合
致
す
る
鮎
に
お
い
て
で
あ

り
、
從

っ
て
そ
の
間
、
商
胡

や
佛
僧

に
し

て
吐
谷
渾

の
導
繹
に
粗

つ
て
往
來

し

た
も
の
が
少
な
く
な
か

つ
た
こ
と
は
容

易
に
推
測

で
き
よ
う
。
彼

ら
が
吐
谷
渾

の
手
引
を
得

た
の
は
、
唐
初
玄
些

が
イ

ン
ド
に
赴

い
た
際
、
K
u
c
h
a(
轟
蝕
)

か
ら
K
a
s
h
g
a
r(疏
勒
)

を
経

る
常

道

を

探

ら

ず
、

天

山

山
脈

を
越

え

て

S
u
y
-
s
b

率
ゆ
び

(
埣
葉
)
に
達
し
、
西
突
厭

可

汗

の
保

護

を
得

て
S
o
g
d
i
a
n
a
(粟

特
)

に
向

つ
た

の
と
同
様

に
解
さ
れ
る
。

反
面
、
吐
谷
渾

に
も
佛
教

を
受
容

し
、
佛
僧

を
誘
致

せ
ん

と
す
る
態
勢

は
存
在

し
た
。
吐
谷
渾
王
拾
寅

(
西
暦

四
八

一
没
)

の
時

代
に

「
國
中
有
佛
法

」
「
又
、

表
於
盆
州

立
九
層
寺
、

詔
許
焉
」
(
梁
書

五
四

・
諸

夷
傳

・
河

南

國

條
)
と
傳

え
ら
れ
る
事
情

に
よ

つ
て
そ
れ
を
窺

い
得

る
。

た
だ
そ

の
受
容
の
根
檬

を
み
る

と
き
、
釜
州

は
D
h
a
r
m
a
 
M
i
t
r
a

の
行
程
に
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
、

又
河
南

(
吐
谷
渾

)
と
隣

し
て
常
に
商
質

を
通

じ
(
梁
書
)
、
さ
ら
に
茜
茜

が
常

に
河
南
道

に
由

つ
て
盆
州
に
抵

つ
た

(
南
齊
書
)
、
と
傳

え
ら
れ
る
よ
り
み
て
、
吐
谷
渾
・

茜
菌

さ
ら
に
西
域
諸
國
な
ど
に
封

す
る
南

朝

の
重
要
な
互
市
場

で
あ

つ
た
こ
と

は
明

ら
か
で
あ

る
。

こ
う
し
た
盆
州

へ
の
吐
谷
渾
寺
院

の
進
出
に
は
當

然
商
業

上

の
目
的
も
存
在
し
た
こ
と
を

察
知

で
き
よ
う
。

西
域
沙
門

の
河
南
路

の
利
用
に

つ
い
て

(
桐

谷
)

一
四

一
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